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資料１



別
添

１

令
和

　
　

年
　

　
月

　
　

日

協
議

会
名

：
姶

良
市

地
域

公
共

交
通

会
議

評
価

対
象

事
業

名
：
地

域
内

フ
ィ

ー
ダ

ー
系

統
確

保
維

持
費

国
庫

補
助

金

①
補

助
対

象
事

業
者

等
②

事
業

概
要

③
前

回
（
又

は
類

似
事

業
）
の

事
業

評
価

結
果

の
反

映
状

況
⑥

事
業

の
今

後
の

改
善

点
（
特

記
事

項
を

含
む

）

今
年

度
は

目
標

達
成

で
き

た
が

、
引

き
続

き
利

用
促

進
の

た
め

に
、

広
報

・
周

知
を

図
り

、
更

な
る

乗
車

人
数

の
増

加
及

び
相

乗
り

率
の

向
上

に
取

り
組

む
。

前
回

も
目

標
を

達
成

。
今

年
度

は
利

用
促

進
の

た
め

に
ラ

ジ
オ

を
活

用
し

た
周

知
を

行
い

、
目

標
を

達
成

で
き

た
。

運
行

距
離

と
比

例
し

て
運

行
経

費
が

増
加

し
て

い
る

こ
と

が
目

標
未

達
成

の
原

因
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
広

報
・
周

知
に

よ
る

利
用

促
進

を
図

り
、

相
乗

り
率

の
向

上
に

取
り

組
む

。

B
実

績
（
6
.2

％
）
と

な
り

、
目

標
値

（
1
0
.0

％
）
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。

前
回

は
目

標
を

達
成

。
今

年
度

は
利

用
者

か
ら

要
望

が
あ

っ
た

運
行

時
刻

の
変

更
を

行
っ

た
が

、
目

標
の

達
成

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。

A
計

画
通

り
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

（
有

）
あ

い
ら

交
通

ふ
る

さ
と

バ
ス

蒲
生

・
春

花
線

(西
回

り
）

A
実

績
値

（
5
.2

人
/
便

）
と

な
り

、
目

標
値

（
2
.0

人
/
便

）
を

達
成

で
き

た
。

前
回

も
目

標
を

達
成

し
た

た
め

、
昨

年
度

に
引

き
続

き
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
無

料
月

間
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
ラ

ジ
オ

及
び

広
報

誌
等

で
周

知
し

、
今

回
も

目
標

を
達

成
で

き
た

。

前
回

も
目

標
を

達
成

し
た

た
め

、
昨

年
度

に
引

き
続

き
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
無

料
月

間
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
ラ

ジ
オ

及
び

広
報

誌
等

で
周

知
し

、
今

回
も

目
標

を
達

成
で

き
た

。

実
績

値
（
4
.6

人
/
便

）
と

な
り

、
目

標
値

（
2
.0

人
/
便

）
を

達
成

で
き

た
。

永
原

校
区

地
区

予
約

型
乗

合
タ

ク
シ

ー
（
辺

川
方

面
）

A
計

画
通

り
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

AB
実

績
（
9
.1

％
）
と

な
り

、
目

標
値

（
1
0
.0

％
）
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。

前
回

は
目

標
達

成
。

今
年

度
は

利
用

促
進

の
た

め
に

ラ
ジ

オ
を

活
用

し
た

周
知

を
行

っ
た

が
、

今
回

は
目

標
未

達
成

だ
っ

た
。

(有
)あ

い
ら

交
通

北
山

校
区

（
木

場
方

面
）
予

約
型

乗
合

タ
ク

シ
ー

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

・
事

業
評

価
（
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
に

基
づ

く
事

業
）

計
画

通
り

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。

④
事

業
実

施
の

適
切

性

A

⑤
目

標
・
効

果
達

成
状

況

（
有

）
あ

い
ら

交
通

昨
年

4
月

に
行

っ
た

運
行

日
や

停
留

所
の

追
加

、
増

便
に

よ
り

利
用

者
が

定
着

し
た

こ
と

が
利

用
者

増
の

要
因

で
あ

る
か

考
え

る
。

広
報

・
周

知
を

図
り

、
更

な
る

乗
車

人
数

の
増

加
策

に
取

り
組

む
。

前
回

も
目

標
を

達
成

し
た

た
め

、
昨

年
度

に
引

き
続

き
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
無

料
月

間
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
ラ

ジ
オ

及
び

広
報

誌
等

で
周

知
し

、
今

回
も

目
標

を
達

成
で

き
た

。

南
国

交
通

㈱
蒲

生
地

区
巡

回
バ

ス
（
蒲

生
・
山

田
・
帖

佐
線

）
A

計
画

通
り

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。

実
績

（
8
.0

％
）
と

な
り

、
目

標
値

（
5
.5

％
）
を

達
成

で
き

た
。

A
実

績
（
4
.6

人
/
便

）
と

な
り

、
目

標
値

（
2
.0

人
/
便

）
を

達
成

で
き

た
。

今
年

度
は

目
標

達
成

で
き

た
が

、
引

き
続

き
利

用
促

進
の

た
め

に
、

広
報

・
周

知
を

図
り

、
更

な
る

乗
車

人
数

の
増

加
策

に
取

り
組

む
。

（
有

）
あ

い
ら

交
通

ふ
る

さ
と

バ
ス

蒲
生

・
春

花
線

(東
回

り
）

計
画

通
り

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。
A

A

今
年

度
は

目
標

達
成

で
き

た
が

、
引

き
続

き
利

用
促

進
の

た
め

に
、

広
報

・
周

知
を

図
り

、
更

な
る

乗
車

人
数

の
増

加
策

に
取

り
組

む
。

(有
)あ

い
ら

交
通

北
山

校
区

（
木

津
志

方
面

）
予

約
型

乗
合

タ
ク

シ
ー

前
回

は
目

標
を

達
成

。
今

年
度

は
利

用
者

か
ら

要
望

が
あ

っ
た

運
行

時
刻

の
変

更
を

行
っ

た
が

、
目

標
の

達
成

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。

A
計

画
通

り
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

C
実

績
（
4
.2

％
）
と

な
り

、
目

標
値

（
1
0
.0

％
）
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。

運
行

距
離

と
比

例
し

て
運

行
経

費
が

増
加

し
て

い
る

こ
と

が
目

標
未

達
成

の
原

因
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
広

報
・
周

知
に

よ
る

利
用

促
進

を
図

り
、

相
乗

り
率

の
向

上
に

取
り

組
む

。

（
有

）
あ

い
ら

交
通

上
名

地
区

予
約

型
乗

合
タ

ク
シ

ー
A

計
画

通
り

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。

運
行

距
離

と
比

例
し

て
運

行
経

費
が

増
加

し
て

い
る

こ
と

が
目

標
未

達
成

の
原

因
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
広

報
・
周

知
に

よ
る

利
用

促
進

を
図

り
、

相
乗

り
率

の
向

上
に

取
り

組
む

。
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別
添

１

A
実

績
（
4
.3

人
/
便

）
と

な
り

、
目

標
値

（
2
.0

人
/
便

）
を

達
成

で
き

た
。

計
画

通
り

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。
A

今
回

が
初

年
度

と
な

る
。

重
富

地
区

循
環

バ
ス

A
実

績
（
2
.2

人
/
便

）
と

な
り

、
目

標
値

（
2
.0

人
/
便

）
を

達
成

で
き

た
。

運
行

距
離

と
比

例
し

て
運

行
経

費
が

増
加

し
て

い
る

こ
と

が
目

標
未

達
成

の
原

因
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
広

報
・
周

知
に

よ
る

利
用

促
進

を
図

り
、

相
乗

り
率

の
向

上
に

取
り

組
む

。

第
一

交
通

㈱
大

山
地

区
予

約
型

乗
合

タ
ク

シ
ー

計
画

通
り

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。

前
回

は
目

標
未

達
成

だ
っ

た
た

め
、

今
年

度
は

利
用

促
進

の
た

め
に

ラ
ジ

オ
を

活
用

し
た

周
知

を
行

っ
た

が
、

今
回

も
目

標
未

達
成

だ
っ

た
。

実
績

（
8
.4

％
）
と

な
り

、
目

標
値

（
1
0
.0

％
）
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。

実
績

（
1
4
.9

％
）
と

な
り

、
目

標
値

（
1
9
.5

％
）
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。

B

低
床

バ
ス

の
導

入
及

び
利

用
者

へ
の

浸
透

が
目

標
達

成
に

繋
が

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。
今

後
は

利
用

促
進

の
た

め
に

、
広

報
・
周

知
を

図
り

、
更

な
る

乗
車

人
数

の
増

加
策

に
取

り
組

む
。

鹿
児

島
交

通
㈱

加
治

木
地

区
循

環
バ

ス
A

第
一

交
通

㈱

A

計
画

通
り

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。

前
回

は
目

標
未

達
成

だ
っ

た
が

、
無

料
月

間
の

実
施

や
広

報
誌

・
ラ

ジ
オ

で
の

周
知

に
加

え
低

床
バ

ス
を

導
入

し
、

今
回

は
目

標
を

達
成

で
き

た
。

運
行

距
離

と
比

例
し

て
運

行
経

費
が

増
加

し
て

い
る

こ
と

が
目

標
未

達
成

の
原

因
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
広

報
・
周

知
に

よ
る

利
用

促
進

を
図

り
、

相
乗

り
率

の
向

上
に

取
り

組
む

。

新
留

地
区

予
約

型
乗

合
タ

ク
シ

ー

前
回

は
目

標
未

達
成

だ
っ

た
た

め
、

今
年

度
は

利
用

促
進

の
た

め
に

ラ
ジ

オ
を

活
用

し
た

周
知

を
行

っ
た

が
、

今
回

も
目

標
未

達
成

だ
っ

た
。

A
計

画
通

り
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

B

鹿
児

島
交

通
㈱

鹿
児

島
交

通
自

主
運

行
運

行
路

線
の

廃
線

に
伴

い
運

行
を

開
始

し
た

が
、

通
勤

通
学

で
の

利
用

が
多

く
目

標
達

成
。

引
き

続
き

利
用

促
進

の
た

め
に

、
広

報
・
周

知
を

図
り

、
更

な
る

乗
車

人
数

の
増

加
策

に
取

り
組

む
。

Ｃ
実

績
（
0
％

）
と

な
り

、
目

標
値

（
1
9
.0

％
）
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。

利
用

登
録

者
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

た
も

の
の

、
目

標
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。
広

報
誌

等
に

よ
り

乗
合

タ
ク

シ
ー

の
利

便
性

及
び

利
用

方
法

の
周

知
を

図
り

、
利

用
者

増
に

つ
な

げ
て

い
き

た
い

。

第
一

交
通

㈱
永

原
校

区
地

区
予

約
型

乗
合

タ
ク

シ
ー

（
菖

蒲
谷

・
嶽

方
面

）

前
回

は
目

標
を

達
成

。
今

年
度

は
利

用
促

進
の

た
め

に
ラ

ジ
オ

を
活

用
し

た
周

知
を

行
っ

た
が

、
今

回
は

目
標

未
達

成
だ

っ
た

。

A
計

画
通

り
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

B
実

績
（
9
.9

％
）
と

な
り

、
目

標
値

（
1
0
.5

％
）
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。

運
行

距
離

と
比

例
し

て
運

行
経

費
が

増
加

し
て

い
る

こ
と

が
目

標
未

達
成

の
原

因
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
広

報
・
周

知
に

よ
る

利
用

促
進

を
図

り
、

相
乗

り
率

の
向

上
に

取
り

組
む

。

第
一

交
通

㈱
久

末
地

区
高

牧
集

落
予

約
型

乗
合

タ
ク

シ
ー

前
回

は
目

標
未

達
成

だ
っ

た
た

め
、

今
年

度
は

利
用

促
進

の
た

め
に

ラ
ジ

オ
を

活
用

し
た

周
知

を
行

っ
た

が
、

今
回

も
目

標
未

達
成

だ
っ

た
。

A
計

画
通

り
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

A
実

績
（
1
5
.9

％
）
と

な
り

、
目

標
値

（
1
5
.0

％
）
を

達
成

で
き

た
。

今
年

度
は

目
標

達
成

で
き

た
が

、
引

き
続

き
利

用
促

進
の

た
め

に
、

広
報

・
周

知
を

図
り

、
更

な
る

乗
車

人
数

の
増

加
及

び
相

乗
り

率
の

向
上

に
取

り
組

む
。

第
一

交
通

㈱
中

野
地

区
予

約
型

乗
合

タ
ク

シ
ー

前
回

は
目

標
未

達
成

だ
っ

た
た

め
、

今
年

度
は

利
用

促
進

の
た

め
に

ラ
ジ

オ
を

活
用

し
た

周
知

を
行

っ
た

が
、

今
回

も
目

標
未

達
成

だ
っ

た
。

A
計

画
通

り
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

B
実

績
（
1
6
.8

％
）
と

な
り

、
目

標
値

（
1
8
.0

％
）
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。

運
行

距
離

と
比

例
し

て
運

行
経

費
が

増
加

し
て

い
る

こ
と

が
目

標
未

達
成

の
原

因
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
広

報
・
周

知
に

よ
る

利
用

促
進

を
図

り
、

相
乗

り
率

の
向

上
に

取
り

組
む

。

第
一

交
通

㈱
竜

門
校

区
予

約
型

乗
合

タ
ク

シ
ー

（
市

来
原

・
迫

・
西

浦
方

面
）

前
回

は
目

標
を

達
成

。
今

年
度

は
利

用
促

進
の

た
め

に
ラ

ジ
オ

を
活

用
し

た
周

知
を

行
い

、
目

標
を

達
成

で
き

た
。

A
計

画
通

り
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。
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地
域

の
交

通
の

目
指

す
姿

（
事

業
実

施
の

目
的

・
必

要
性

）

　
姶

良
市

は
、

平
成

2
2
年

３
月

に
加

治
木

町
、

姶
良

町
、

蒲
生

町
の

３
町

合
併

に
よ

り
誕

生
し

た
市

で
、

鹿
児

島
県

の
ほ

ぼ
中

央
に

位
置

し
、

面
積

は
23

,1
2
5h

aで
、

人
口

は
7
8
,1

6
4人

（
令

和
5年

1
2月

１
日

現
在

）と
な

っ
て

い
る

。
姶

良
市

の
公

共
交

通
網

は
、

平
成

2
8年

に
大

型
商

業
施

設
の

新
規

開
業

や
令

和
３

年
に

全
面

開
通

し
た

桜
島

S
A

に
お

け
る

ス
マ

ー
ト

イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ

の
設

置
等

に
よ

り
、

都
市

基
盤

と
交

通
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

に
よ

り
大

き
く
変

化
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

。
ま

た
、

J
R

日
豊

本
線

の
５

駅
が

位
置

し
て

い
る

こ
と

や
路

線
バ

ス
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

等
に

よ
り

市
内

の
大

部
分

は
、

概
ね

カ
バ

ー
さ

れ
て

い
る

状
況

に
あ

り
、

市
街

地
と

中
山

間
地

区
と

を
結

ぶ
予

約
型

乗
合

タ
ク

シ
ー

の
導

入
も

進
ん

で
き

て
お

り
、

生
活

の
足

と
し

て
必

要
不

可
欠

な
移

動
手

段
と

な
っ

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
高

齢
化

や
過

疎
化

、
自

家
用

車
へ

の
依

存
が

高
い

こ
と

に
よ

る
公

共
交

通
の

相
対

的
な

位
置

付
け

の
低

下
、

更
に

は
昨

今
の

原
油

価
格

高
騰

、
運

転
手

不
足

等
に

よ
り

、
バ

ス
路

線
の

減
便

・
廃

止
さ

れ
る

ケ
ー

ス
も

増
え

て
き

て
い

る
。

今
後

は
、

各
運

行
事

業
者

が
運

行
し

て
い

る
路

線
バ

ス
の

更
な

る
減

便
又

は
廃

線
も

想
定

さ
れ

る
中

で
、

市
民

の
生

活
の

足
と

な
る

公
共

交
通

の
維

持
・改

善
・
確

保
を

目
的

に
、

利
便

性
の

向
上

及
び

利
用

促
進

を
図

る
た

め
に

も
、

既
存

路
線

の
見

直
し

や
新

た
な

運
行

形
態

の
導

入
、

公
共

交
通

に
関

す
る

広
報

・周
知

等
を

さ
ら

に
推

進
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

別
添

１
－

２

事
業

実
施

と
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
と

の
関

連
に

つ
い

て

令
和

　
　

年
　

　
月

　
　

日

協
議

会
名

：
姶

良
市

地
域

公
共

交
通

会
議

評
価

対
象

事
業

名
：

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

確
保

維
持

費
国

庫
補

助
金

-4-



（歳入） 単位：円

款 項 目 本年度 前年度 比較 備　　　考

１　負担金 １　負担金 １　負担金 市負担金 350,000 500,000 △ 150,000

３　繰越金 １　繰越金 １　繰越金 50,000 80,000 △ 30,000

４　諸収入 １　諸収入 １　諸収入 1,000 1,000 0 貯金利息等

401,000 581,000 △ 180,000

（歳出） 単位：円

款 項 目 本年度 前年度 比較 備　　　考

１　運営費 １　会議費 １　会議費 報償費 207,000 276,000 △ 69,000 出会謝金

２　事務費 １　事務費 需用費 144,000 255,000 △ 111,000 消耗品等

２　事業費 １　事業費 １　事業費 需用費 50,000 50,000 0
周知用時刻表等作
成

401,000 581,000 △ 180,000

令和６年度姶良市地域公共交通会議予算（案）

令和　年　月　日　議決

合　　　　　計

合　　　　　計

-5-
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事業１
コミュニティバス等の路
線、停留所の見直し

事業２
新たな地域公共交通運行
形態の導入

事業３
高齢者や体の不自由な方
等に対するきめ細かな対
応

事業４
公共交通の理解促進に資
するＰＲ・周知活動

事業５
観光資源へのアクセス改
善と適切な路線・乗継情
報の発信

・利用拡大に向けた市広報紙や公式LINE等への掲載
・小中学校や自治会等への出前講座の実施
・公共交通の認知度を高め、利用者拡大に向けた利用無料月間の実施

・駅やバス停など乗継拠点におけるダイヤの検討・見直し・観光地
　へのアクセス改善に向けた検討（バス、タクシー等）
・運行情報提供（アプリ等）の周知

令和６年度姶良市地域公共交通会議推進計画（案）

事業名 具体的な取組等（令和6年度）

・コミュニティバスの路線及び停留所の検討・見直し
・予約型乗合タクシーの区域及び停留所の検討・見直し
・コミュニティバス及び予約型乗合タクシーの時刻の見直し

・自家用有償運送、AIオンデマンド交通等の導入について調査研究
・乗継に関する割引制度等の検討

・運賃割引制度等の検討
・ノンステップバス導入の検討
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時期 地域公共交通会議

５月 〇地域公共交通確保維持改善事業費補助金等説明会への参加

６月

●第１回姶良市地域公共交通会議
・令和７年度生活交通確保維持改善計画認定申請
・令和５年度姶良市地域公共交通会議事業報告
・令和５年度姶良市地域公共交通会議決算報告
・令和５年度姶良市地域公共交通会議監査報告

８月 〇公共交通利用無料月間の実施

10月 〇AIオンデマンド交通先進地視察

11月 〇公共交通セミナー等への参加

1月
●第２回姶良市地域公共交通会議
・令和６年度地域公共交通確保維持改善事業事業評価提出

３月

●第３回姶良市地域公共交通会議
・令和７年度姶良市地域公共交通会議予算（案）
・令和７年度姶良市地域公共交通会議推進計画（案）
・令和７年度姶良市地域公共交通会議事業計画（案）

令和６年度姶良市地域公共交通会議事業計画（案）

福祉協議会
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工
事

通常運行ルート

迂回路

松原地区での工事実施に伴う交通規制

●交通規制期間
・8月24日 8：30～17：00
・9月14～15日 8：30～17：00

●迂回路運行を行った路線
・加治木地区循環バス 西回り第2便、第4便
・蒲生地区巡回バス（蒲生・山田・帖佐線）

※停車できない停留所は無し。
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●ふるさとバス（蒲生・春花線）の春花バス停設置について 

・バス停設置位置 

 

 

 

・設置後写真 

 

 

春花バス停 

船津グラウンド 

今回設置位置 

-13-

資料６


